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金属柱（銅バンプ）による配線間の接続

両面プリント配線板などに使われる．

配線板(銅)

配線板(銅)

穴あき絶縁板銅バンプ

大電流基板では接続法が問題となる



発表内容

１．電磁圧接用コイル

２．電磁圧接の原理

３．実験装置・方法

４．結果

５．まとめ 他

銅薄板１枚を銅バンプへ電磁圧接する実験



電磁圧接用平板状ワンターンコイル

この上で圧接する（幅３ｍｍ）
最大電流 約２００ｋＡ
通電時間 約８０μｓ



圧接原理



圧接原理
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銅バンプ直径３ｍｍ

断面

ガラスエポキシ板

厚さ２ｍｍ
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銅板，銅バンプ，コイルの配置
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コンデンサ電源容量 ４００μF
充電エネルギー １ｋJ
最大電流 １６０ｋA
最大磁気圧力 ２４０ＭＰａ



圧接した銅板／銅バンプの外観

コイル側 固定具側



顕微鏡観察断面

観察方向



銅板
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顕微鏡観察例
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顕微鏡観察例

銅板側 銅バンプ側



銅板を銅バンプの両面に圧接する方法
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